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１．平成２１年２月期第３四半期の連結業績（平成２０年３月１日～平成２０年１１月３０日）

（１）連結経営成績

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

283,969 (0.5) 2,816 (△ 5.3) 1,920 (△ 5.1) 379 (87.9)

282,483 (0.6) 2,972 (△ 23.5) 2,023 (△ 37.4) 201 (△ 85.0)

381,066 － 6,794 － 5,551 － 2,010 －

円 銭 円 銭

4 47 － －

2 32 2 32

23 16 23 15

（２）連結財政状態

百万円 百万円 ％ 円 銭

1,254 39

1,209 70

1,246 47

２．平成２１年２月期の連結業績予想（平成２０年３月１日～平成２１年２月２８日）

（％表示は対前期増減率）

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 386,000 1.3 7,200 6.0 6,000 8.1 2,200 9.4 25 87

３．その他

　（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う ：　無

　　　　特定子会社の異動）

　（２）会計処理の方法における簡便な方法の採用の有無 ：　無

　（３）最近連結会計年度からの会計処理の方法の変更の有無 ：　有

 （注）詳細は２ページ【定性的情報・財務諸表等】４.その他 をご覧ください。

※　業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　　本資料に記載の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は、今後

　様々な要因によって異なる結果となる場合があります。

（百万円未満切捨て）

（％表示は対前年同四半期増減率）
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【定性的情報・財務諸表等】

１.連結経営成績に関する定性的情報

２.連結財政状態に関する定性的情報

３.連結業績予想に関する定性的情報

４.その他

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）

　該当事項はありません。

（２）会計処理の方法における簡便な方法の採用

　該当事項はありません。

（３）最近連結会計年度からの会計処理の方法の変更

　この結果、従来の方法に比べ、税金等調整前四半期純利益が138百万円減少しております。　　　　　　　　　

　当第３四半期は、スーパーセンター業態の「紀伊川辺店（和歌山県）」を４月に、ＧＭＳ（ゼネラル・マー
チャンダイズ・ストア）業態の「西宮ガーデンズ店（兵庫県）」を西日本最大級のショッピングセンター「阪
急西宮ガーデンズ」の核テナントとして１１月に開店しました。既存店においては、「毎日がお買い得」を
キャッチフレーズにしたＥＤＬＰ（エブリデイ・ロープライス）を追求する「スーパーセンター」と「まると
く市場（ディスカウント型ＳＭ）」が好調に推移しました。商品別では食料品と日用品などの高頻度品におい
て、適正価格追求の方針の下に実施したプライベート・ブランドの販売拡充や価格据え置きキャンペーンがお
客様の高い支持を受け、堅調に推移しました。しかしながら、下期以降、世界同時金融危機が国内の実体経済
を直撃し、雇用情勢の悪化が懸念される中、消費者の節約意識はさらに高まり、衣料品や家電、寝具の買い控
え影響が強まりました。
　グループ各社におきましては、貸金業法への対応として平成19年12月11日よりキャッシングサービスの利率
を17.95%に引き下げたイズミヤカード株式会社や単体同様に買い控え傾向が見られた株式会社テンファッショ
ンズが苦戦いたしましたが、内食化傾向が強まる中で食品スーパーを展開するカナート株式会社が好調に推移
した他、グループ外からの受託を拡大した株式会社カンソー（総合ビルメンテナンス等事業）が好調に推移し
ました。

　平成20年10月8日に発表した通期の連結業績予想に変更はありません。

　当第３四半期末の総資産は、第３四半期の期末日が銀行休業日による現・預金、売掛金等の増加により、前
連結会計年度末と比較して、41億69百万円増加し、2,668億30百万円となりました。

　純資産は、純利益による増加はありましたが、剰余金の配当及び自己株式の取得等による減少により、前連
結会計年度末と比較して、18億66百万円減少し、1,044億4百万円となりました。

　負債は、有利子負債は減少しましたが、期末日が銀行休業日による仕入債務等の増加により、前連結会計年
度末と比較して、60億36百万円増加し、1,624億26百万円となりました。

　当第３四半期連結会計期間より、「租税特別措置法上の準備金及び特別法上の引当金又は準備金並びに役員
退職慰引当金等に関する監査上の取扱い」（日本公認会計士協会監査・保証実務委員会報告第42号　平成19年4
月13日）が公表されたことに伴い、 従来、未回収の商品券について、債務履行の可能性を考慮して一定の期間
が経過したものについては、負債計上を中止し、その発行価額を営業外収益に計上しておりましたが、当該商
品券が負債計上中止後に回収された場合に発生する損失に備えるため、過去の実績に基づく将来の回収見込額
を引当金として計上しております。

　これらの結果、当社グループの第３四半期の連結業績は、営業収益は2,839億69百万円（前年同期比 0.5%
増）、営業利益は28億16百万円（前年同期比 5.3%減）、経常利益は19億20百万円（前年同期比 5.1%減）、四
半期純利益は3億79百万円（前年同期比 87.9%増）となりました。

-２-



イズミヤ㈱（8266）平成21年２月期第３四半期財務・業績の概況

 ５.（要約）四半期連結財務諸表

　（１）　（要約）四半期連結貸借対照表 （単位：百万円未満切捨、％）

前年同四半期末 当四半期末 (参考)前期末
平成20年２月期 平成21年２月期 (平成20年２月

第３四半期末 第３四半期末 　　期末)

金　　額 金　　額 金　　額 増減率 金　　額

（　資　産　の　部　）

Ⅰ 流　動　資　産

現 金 及 び 預 金 7,646 9,868 2,221 6,921

受 取 手 形 及 び 売 掛 金 11,133 12,450 1,317 9,296

た な 卸 資 産 29,348 27,325 △ 2,023 26,454

繰 延 税 金 資 産 2,054 2,099 45 1,717

そ の 他 14,793 14,900 106 15,354

貸 倒 引 当 金 △ 964 △ 1,171 △ 207 △ 961

64,012 65,472 1,460 2.3 58,784

Ⅱ 固　定　資　産

（ 有 形 固 定 資 産 ） (156,746) (152,974) (△ 3,772) (156,259)

建 物 他 66,792 63,190 △ 3,601 66,510

土 地 89,954 89,784 △ 170 89,749

（ 無 形 固 定 資 産 ） (10,294) (10,507) (212) (10,305)

（ 投 資 そ の 他 の 資 産 ） (37,555) (37,798) (242) (37,272)

敷 金 及 び 保 証 金 30,491 30,993 502 30,489

繰 延 税 金 資 産 1,689 1,492 △ 197 1,633

そ の 他 5,467 5,443 △ 23 5,233

貸 倒 引 当 金 △ 92 △ 131 △ 38 △ 84

204,597 201,280 △ 3,316 △ 1.6 203,837

Ⅲ 繰　延　資　産

社 債 発 行 費 42 77 35 39

42 77 35 83.3 39

268,651 266,830 △ 1,820 △ 0.7 262,661

（　負　債　の　部　）

Ⅰ 流　動　負　債
支 払 手 形 及 び 買 掛 金 31,084 35,639 4,554 25,822

短 期 借 入 金 41,690 37,210 △ 4,480 40,684

ｺ ﾏ ｰ ｼ ｬ ﾙ ﾍ ﾟ ｰ ﾊ ﾟ ｰ 4,000 3,000 △ 1,000 5,500

そ の 他 22,032 18,123 △ 3,908 15,856

98,808 93,973 △ 4,834 △ 4.9 87,864

Ⅱ 固　定　負　債
社 債 5,204 12,134 6,929 5,031

長 期 借 入 金 48,290 46,173 △ 2,116 52,874

預 り 保 証 金 6,748 6,467 △ 280 6,720

そ の 他 4,040 3,677 △ 363 3,900

64,283 68,452 4,169 6.5 68,526

163,092 162,426 △ 665 △ 0.4 156,390

（　純　資　産　の　部　）

Ⅰ 株　主　資　本
資 本 金 39,066 39,066 － 39,066

資 本 剰 余 金 47,076 47,076 0 47,076

利 益 剰 余 金 19,094 20,260 1,166 20,902

自 己 株 式 △ 132 △ 2,277 △ 2,145 △ 1,149

105,105 104,125 △ 979 △ 0.9 105,896

Ⅱ 評価・換算差額等

そ の 他 有 価 証 券 評 価 差 額 金 184 16 △ 167 99

184 16 △ 167 △ 91.1 99

Ⅲ 少 数 株 主 持 分 270 262 △ 7 △ 2.9 275

105,559 104,404 △ 1,155 △ 1.1 106,270

268,651 266,830 △ 1,820 △ 0.7 262,661

株 主 資 本 合 計

評 価 ・ 換 算 差 額 等 合 計

純　　資　　産　　合　　計

負　債　・　純　資　産　合　計

負　　債　　合　　計

繰 延 資 産 合 計

資　　産　　合　　計

流 動 負 債 合 計

固 定 負 債 合 計

科　　　　目
増　　減

流 動 資 産 合 計

固 定 資 産 合 計
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　（２）　（要約）四半期連結損益計算書 （単位：百万円未満切捨、％）

前年同四半期 当四半期 (参考)前期
平成20年２月期 平成21年２月期 (平成20年２月期)

第３四半期 第３四半期

金　　額 金　　額 金　　額 増減率 金　　額

Ⅰ 売 上 高 274,772 276,169 1,397 0.5 370,813

Ⅱ 売 上 原 価 194,062 194,767 704 0.4 260,118

売 上 総 利 益 80,709 81,401 692 0.9 110,694

Ⅲ 営 業 収 入 7,711 7,800 88 1.1 10,252

営 業 総 利 益 88,420 89,201 780 0.9 120,947

Ⅳ 販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 85,447 86,385 937 1.1 114,153

営 業 利 益 2,972 2,816 △ 156 △ 5.3 6,794

Ⅴ 営 業 外 収 益 375 371 △ 4 △ 1.1 544

Ⅵ 営 業 外 費 用 1,324 1,266 △ 57 △ 4.3 1,788

経 常 利 益 2,023 1,920 △ 103 △ 5.1 5,551

Ⅶ 特 別 利 益 226 20 △ 206 △ 91.2 339

Ⅷ 特 別 損 失 967 716 △ 250 △ 25.9 1,370

税 金 等 調 整 前 四 半 期
（ 当 期 ） 純 利 益 1,283 1,224 △ 59 △ 4.6 4,519

税 金 費 用 1,073 856 △ 217 △ 20.2 2,495

少 数 株 主 利 益
（ 又 は 少 数 株 主 損 失 ） 8 △ 11 △ 19 △ 237.5 13

四 半 期 （ 当 期 ） 純 利 益 201 379 177 87.9 2,010

科　　　　目
増　　減
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